



































































































































































































































































































































































































































































































































化、③ 気付き”に有効とされる低学年時からの早期参加、④ やりがい”や 責
任感”を醸成する有給インターンシップの有効性という４つのポイントについて
は、2015年度の「日本インターンシップ学会第16回大会」でも種々の議論が交
わされた方向性である。
この点から考えれば、本学部のインターンシップは、いずれも導入には至って
おらず、また「コーオプ教育」の観点から言えば、従来型のインターンシップの
域も出てはいない。さらに、今後の18歳人口の再びの減少や、過去の常識が当て
はまらない規模の社会そのものの大変換など、本学部にも押し寄せるであろう社
会変革の大波もまた、世間のそれと同様に深刻である。
だが、こと本学部のインターンシップに関して言えば、極度に畏怖する必要も
ない気がする。それは、この９年間、手探りながらも行ってきた正課インターン
シップにおいて、経験知や実践知と学問知の往還という好循環の萌芽が、すでに
見られることにある。とくに今回の座談会に集まった元履修経験者たちの言葉は、
むしろこちら側の心配を一掃するほどの力強い学びの軌跡であり、それはまさに
社会人として生きる彼らの身体を支える 血肉”の様にも思える。これは大学に
おける「学びの質保証」という観点から見ても、まさに本丸と言える部分ではな
いだろうか。
高等教育改革は、もはや実践知抜きでは語れない時代を迎えた現在、新たな時
代に呼応する「コーオプ教育」や、望ましい枠組みとされる４つの方向性などの
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新たなインターンシップの在り方が、これからの社会における大学教育の要請に
応え得るひとつの解を有していることは明らかである。
よって、本学部におけるインターンシップの次なるステップは、これまでに築
いてきた学びの好循環を土台としながら、そうした方向性へと軌道を微調整して
いくことではないだろうか。
「市民社会の側から生活者の視点で、社会の課題を解決する力を育成する」と
いう学部の理念を体現する場のひとつとして継承されてきたのが本学部のイン
ターンシップである。10年目以降を見据えながら、今後も引き続き有意義な在り
方を模索していきたいと思う。
≪注≫
１　2011年1月、中央教育審議会が発表した「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在
り方について」の答申による。
２　2016年度の分類。
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